
 

  

1．背景と目的 

セイタカアワダチソウは根から cis-DME と呼ばれる物質

を放出して、他の植物の成長を阻害する作用（アレロパシ

ー）を有すると報告されている。私たちはセイタカアワダチ

ソウから cis-DME を抽出して生物農薬として利用すること

を考えた。 

2．≪実験 1≫cis-DME 結晶化法の改良 

昨年は上記の方法で結晶化を行っていたが結晶の生

成量が安定しないので以下の 2 点を改良した。 

①粉砕機で砕く時間を長くし完全な粉末状にした 

②漬けた粉末から抽出液を確実に吸い出すため吸引ろ

過を行った 

【結果と考察】 

 結晶の生成量に変化はなかったが、確実に結晶が得ら

れるようになった。これは 2 つの改良が有効なものであっ

たと考えられる。また粗抽出物上に針状黄色結晶が自然

生成される事象が発生した。これは吸引ろ過を行ったこと

により、高濃度の抽出液を得られたからであると考えられ

る。 

3．≪実験 2≫低濃度の cis-DME のレタスへの阻害作用 

まず低濃度のcis-DMEのレタスへの阻害作用の定量化を

行うため、cis-DME の濃度が 0, 5, 10, 20, 50, 100ppm で

ある 0.5％メタノール水溶液の寒天溶液を作成し実験を行

った。 
4．≪実験3≫高濃度のcis-DMEのレタスへの阻害作用 

次に、高濃度の cis-DME のレタスへの阻害作用の定量

化を行うため、cis-DME の濃度が 0, 50, 75, 150, 300ppm

である 0.5％メタノール水溶液の寒天溶液を作り実験を行

った。 

 

【実験 2 の結果と考察】 

図1 低濃度のcis-DMEのレタスへの阻害作用 

成長阻害作用を

確認するため、

Dunnett の方法と呼

ばれる統計処理を

実施した。ｔ100＞ｄ＞ｔ50 より成長阻害作用が，50 ppm で

はなく，100 ppm であることを確認した。 

【実験 3 の結果と考察】 
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図2 高濃度のcis-DMEのレタスへの阻害作用 

この実験においても統

計処理を実施した。  

ｔ150＞ｄ＞ｔ75 より成

長阻害作用が，75 

ppm ではなく，150 ppm であることを確認。 

5．まとめ 

①粉末状のセイタカアワダチソウの根を使用すると

cis-DME の結晶を安定的に生成できる。 

②レタスに対して 100 ppm を超えれば cis-DME に 

よる成長阻害作用がある。 
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D unnettの方法

D unnettの表（α＝0.05片側）

ｄ（5,138；0.05） 2.16

ｔ７５ 0.87

ｔ１５０ 2.5

D unnettの方法

D unnettの表（α＝0.05片側）

ｄ（5,170；0.05） 2.23

ｔ５０ 1.43

ｔ１００ 6.9
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